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　2 万分の 1 迅速測図（明治 14 年），国土地理院 2 万 5 千
分の 1 地図（昭和 29 年），同 2 万 5 千分の 1 地図（平成 17
年），航空写真（昭和 22 年）を用いて調査対象地のベース
マップを作成した。作成のために使用した地図は，農業を











　2 万分の 1 迅速測図（明治 14 年），国土地理院 2 万 5 千分







































万分の 1 迅速測図（明治 14 年），国土地理院 2 万 5 千分の








































島型共に標高 19～22 m に集中していた（図 5）。また低地
標高は，崖線型で標高 6～8 m（13 件），半島型は標高 5～




件），勾配 2 度・勾配 4 度，勾配 6～9 度（各 2 件）と 10
度以下の勾配が多く確認された。一方半島型では，勾配 4
度（3 件），勾配 6 度（4 件），勾配 9～11 度（各 2 件），勾




































　鬼怒川域は，3 集落域（6 居住地）からなる 3 つの谷津
域（谷津域 A～C）で構成されていた。
　谷津域 A は崖線型 1 集落域（2 居住地）が立地していた。
谷津の形態は，鬼怒川へ直に注ぐ 3 次谷の谷津が台地内西
側へ伸び，さらに 2 本の 2 次谷に分岐する単純な形態で




















　利根川域は，25 集落域（34 居住地）からなる 4 つの谷
津域（谷津域 D～G）で構成されていた。
　谷津域 D は崖線型 3 集落域（3 居住地），半島型 6 集落
域（7 居住地），崖線・半島混合 1 集落域（3 居住地）が立
地していた。谷津の形態は 4 次谷の湿地（水田）へ 3 本の



















　谷津域 F は崖線型 2 集落域（4 居住地），半島型 1 集落域
（1 居住地）が立地していた。谷津の形態は湿地（水田）
へ長枝状（約 1.7 km）の 3 次谷の谷津が台地内から流入し
ている。途中西側からの 1 次谷が複数 3 次谷へ流れ込んで
いた。3 次谷は 2 次谷 2 本に分岐，谷津の先端では短枝の





　谷津域 G は崖線型 4 集落域（5 居住地），半島型 5 集落
域（6 居住地）が立地している。谷津の形態は東西に弓型
の弧を描く 4 次谷の湿地（水田）に合流する谷津が北側に
5 本，南側に 3 本存在し谷津域を形成している。各谷津は
3 次谷から 1 次谷まで各々細かく複数に分枝して谷を刻ん
でいる。集落域を範囲規定する谷津は 2 次谷，3 次谷の傾
向がみられた。4 次谷の湿地（水田）と谷津で範囲が規定













い 1 次谷や 2 次谷が集落域を範囲規定しているのに対し，
谷津域 G は 2 次谷および 3 次谷と 4 次谷の湿地（水田）
で集落域が範囲規定されており，谷津域としての構成に違
いがみられた。谷津域 D, 谷津域 E, 谷津域 G では谷津に
平行に居住地が形成されたものが多数確認され（15 居住






　谷津域 H は崖線型 3 集落域（3 居住地）が立地している。
谷津の形態は湿地（水田）に 1 本の細長い 2 次谷が台地内




　谷津域 I も崖線型 5 集落域（5 居住地）が立地していた。
谷津の形態は湿地（水田）に長枝（約 1 km）の 4 次谷が台
地南側から流入している。台地内で 4 次谷は 2 本の 3 次谷
に分岐し，各々 2 次谷，1 次谷へと分枝する。谷津のみで







　谷津域 J は崖線型 2 集落域（2 居住地），崖線型・半島型
混合 1 集落域（2 居住地）であった。谷津の形態は湿地（水
田）に 4 次谷が台地内南側から流入するが，台地際付近で
広い 2 次谷が 4 次谷に入り込んでいる。4 次谷は台地南側








　谷津域 K は崖線型 1 集落域（1 居住地），半島型 1 集落










































































アクセス 2019 年 2 月 11 日）
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Summary：Moriya  city  is  located  in  the  southwestern  end  of  Ibaraki.   At  the present  time  the 
communities of former villages which have traditional configuration are left to the area around the city.  
The topography of Moriya has a particular characteristic.   There are marshes  in the rare topography 





of  the study show that the characteristics are seen  in the configurations between  landscape’ elements, 
habitable area, shrine area, cultivation area, and green area.    In particular,  the topography has a great 
influence on the location of these components.  We clarified the characteristics of the regional structure, 
which separates areas  in a settlement.   The regional structure  is three  levels of hierarchical structure.  
The bottom  layers are  the range of  the villages, which  in  this sense means rural communities.   The 
second  layers are the range of Yatsu.   They are next to Yatsu  fields, and villages cluster around the 
lowlands.  The top layers are the rivers of the catchment areas.  Water flows into the river from each 
Yatsu.   The  range of Yatsu gathers  and constitutes  the  river  of  the  catchment area.   The major 
characteristics of elements of rural villages are as follows.  The range of village area which is decided by 
the land form has an influence on the state of the slope forest.  The location of the main road is connected 
not only with the layout of residences but also the position of the roads linking the villages.
Key words：regional structure, village, land form, rural landscape, Moriya city
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